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■HX171 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

HX171／法学１ 
(Law 1) 

テーマ／サブタイトル等 
（Theme / Subtitle） 

日本国憲法 

担当者名 

（Instructor） 
小野 義典(ONO YOSHINORI) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
------- 

言語 

（Language） 
 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

(1)授業の目的 

 この授業の目標は、日本国憲法の本質を理解することにあります。憲法の本質の理解に当って、その必要となる事柄を、教授

することを予定しています。具体的には、憲法上の諸問題、憲法判例、様々な学説などを交えながら授業を進め、これらの事柄を

学生諸君が理解することにあります。また同時に、教養ある大学人の育成と、教員採用試験への対策を行うことも、考えていま

す。  

 
(2)修得できる力 

 日本国憲法に関する体系的な知識の習得と理解（知識・理解） 

 

(3)授業の到達目標 

 学習・教育の到達目標は、まず、日本国憲法で学ぶべき一通りの知識を身につけることにあります。それには、憲法がどのよう

に生まれ、そしてどのように運用されるのかを理解することが必要です。その上で、実定法解釈に於ける「通説」とはどのようなも

のなのか、自分自身が考える「正しい解釈」とはどのような解釈であるのか、最終的には、「憲法とは何か」あるいは「日本国憲法
とは何か」ということが、自分の言葉で説明できるようになることが到達目標です。 

 

(1) Purpose of class 

 The purpose of this lecture is to understand the essence of the Japanese Constitutional Law. Students will learn the 

necessary essence of the Constitution. Specifically, the aim is for the class to progress explaining the various constitutional 

issues, constitutional precedents, and various theories for students to understand. In addition, we will consider the development 

of educated university students, as well as measures for the teacher recruitment exam.  
(2) Acquiring the ability to learn. 

 Acquisition and understanding of systematic knowledge related to the Japanese Constitutional Law (knowledge and 
understanding). 

(3) Class objectives 

 The goal of this class is gaining essential knowledge of the Japanese Constitutional Law. For this, we need to understand the  

origins of the Constitution, and how it is enacted. In addition, what is “consensus” in interpreting the statute, and how would 

one interpret “correctly” to arrive at a final answer on “what is constitutional law” or “what is the Japanese Constitutional 

Law”? Furthermore, the aim is for students to express their own words regarding this question. 

 

授業の内容（Course Contents） 

 この授業の概要は、第一に、憲法の史的展開（憲法史・立法過程を含む制定経緯など）、第二に、日本国憲法の三大原理であ
る、国民主権・平和主義・基本的人権の尊重を中心に、日本国憲法を概観すること、第三に、日本国憲法が我が国の実社会に対

して、どのような影響を与えているのかを考える、という三点にあります。  

 なお、授業に際して、教員は、平易な言葉で、分かりやすく、かつ、双方向の対話を心掛けます。  

 

The class overview is, firstly, the historical development of the constitution (constitutional history, history of enactment, 
including the legislative process etc.), secondly, we examine Japanese Constitutional Law focusing on its three major principles: 

sovereignty of the people, pacifism, and respect for basic human rights, and thirdly, we will consider what influence the 
Japanese Constitutional Law has had on Japanese society in reality.  

 In addition, in the course of classes, tutors will keep language simple and maintain interactive dialogues.  
 

授業計画（Course Schedule） 

1. 法学１を学ぶ―オリエンテーション（開講に当っての説明、講義概観）とイントロダクション（講義導入） 

 受講する学生が、講義を受講する際の注意事項等や、憲法を学ぶ際の重点を理解することができる。 

2. 憲法史 

 受講する学生が、日本国憲法が制定されるまでの経緯を理解し、また、憲法の概念が生じた欧米の思想を説明すること
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ができる。 

3. 日本国憲法上諭・前文、憲法の分類 
 受講する学生が、上諭、前文についての法規範性、裁判規範性などを理解し、大日本帝国憲法との比較を説明ことがで

きる。 
 受講する学生が、憲法の主な分類を理解することができる。 

4. 天皇 

 受講する学生が、国民主権と天皇の関係、象徴天皇制の問題、天皇の国事行為など、天皇に関する憲法上の諸規定を
説明することができる。 

5. 平和主義 
 受講する学生が、「戦力」についての学説を理解し、また、国際協調主義と平和主義の整合性などと共に、統治行為論を

説明することができる。 
6. 基本的人権（１）人権総論・国民の権利義務 

 受講する学生が、人権保障の歴史と、日本国憲法の人権保障について、権利義務関係と保障範囲を説明することができ

る。 

7. 基本的人権（２）包括的人権・新しい人権・平等権 

 受講する学生が、幸福追求権と新しい人権であるプライバシー権や名誉権、また平等権について、学説や判例を交えて
理解することができる。 

8. 基本的人権（３）自由権：精神的自由権 
 受講する学生が、人権の中でも、歴史のある自由権について、学説や判例を通じて理解することができる。 

9. 基本的人権（４）自由権：経済的自由権・身体的自由権 

 受講する学生が、経済的自由権の「二重の基準論」や、公権力からの不当な身体的拘束を制限する身体的自由権につい

て理解することができる。 

10. 基本的人権（５）社会権・受益権・参政権 
 受講する学生が、生存権を中心とした社会権を、判例や学説を通じて理解し、また、受益権や参政権などを理解すること

ができる。 

11. 三権分立 

 受講する学生が、統治の機能である、司法（特に裁判所）・立法（特に国会）・行政（特に内閣）のしくみを理解することがで

きる。 

12. 選挙・政党 

 受講する学生が、民主政の主要なアクターである政党について、選挙の役割と選挙制度を併せて理解することができる。 

13. 財政・地方自治 

 受講する学生が、国家財政の制度、続いて、地方自治の本旨を理解することができる。 

14. 憲法保障 

 受講する学生が、最高法規としての憲法の役割、及び、憲法と条約の関係などを理解することができる。 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

 事前の準備は、特にありません。法学の初学者であることを前提にして、授業を進めます。なお、授業を受講後は、よく復習をし
て下さい。 

 

 但し、社会科学の基礎となる知識を要求する科目である関係上、中等教育で培ったはずの、「公民」や「日本史」「世界史」「政治

経済（政治分野）」の知識が必要になることが多分にあります。良い機会であるから、これまで学んだ知識をまとめる意味でも、も

う一度見直すことも検討して下さい。 
 

 授業では、教員の作成したオリジナルのレジュメを配布します。このレジュメに従って、黒板への要点板書、及び口述筆記により

授業を進行させる予定です。また、授業中、受講する学生の皆さんは、教員の板書と並んで、教員が述べる講義の重要部分に関

して、詳細にノートして下さい。 

 

 授業は、教科書の各章を基準として進みます。また、日本国憲法の条文にも言及することが多々あります。従って、教科書の所

持が必須になります。必ず入手して下さい。 

 

 なお、本授業概要（シラバス）に沿って進む予定であるものの、第 14回までの授業の内容が、場合によって多少の変動も有り

得ることを、受講する学生の皆さんは、了解して下さい。授業進行の詳細を、第 1回目の授業の際に述べます。  

 

※本講義は、私語厳禁です。また、他の受講する学生の皆さんに対する学習の妨げとなる行為を禁止します。心して下さい。  

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

筆記試験(Written Exam)(100%) 

筆記試験で行います。（定期試験 100％）  成績評価は、期末の筆記試験の点数で評価を行います。点数配分は、期末の筆記

試験 100点を満点とするものです。期末の筆記試験の未受験者に、教員は、成績評価を行うことが出来ません（追試験を除く）。

期末の筆記試験受験が成績評価の条件となるので、十分注意して下さい。また、授業への参加態度、あるいは、レポートや課題

をはじめとする提出物も成績評価に加味することがあります（但し、あくまでも、評価は筆記試験で行います）。評価方法の詳細

を、第 1回目の授業の際に述べるので、必ず出席して下さい。 
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テキスト（Textbooks） 

1. 野畑健太郎・東裕編、2017、『憲法学事始〔第二版〕』、一学舎 (ISBN:9784904027172) 

 

参考文献（Readings） 

※参考文献を、講義中に幾つか推薦します。 

※当該科目関係のものに留まらず、さまざまな書籍や新聞・雑誌等の活字に親しむことが望ましいです。   

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

http://www.facebook.com/?ref=logo#!/verfassungsrecht 

 

注意事項（Notice） 
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■HX172 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

HX172／法学２ 
(Law 2) 

テーマ／サブタイトル等 
（Theme / Subtitle） 

法と法学の本質に迫ります（国際法を含む） 

担当者名 

（Instructor） 
小野 義典(ONO YOSHINORI) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
------- 

言語 

（Language） 
 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

(1)授業の目的 

 この授業の目標は、法や法学の本質を理解することにあります。法や法学の本質の理解に当って、その必要となる事柄を、教

授することを予定しています。具体的には、法学の様々な分野の概説を行い、それぞれの法的諸問題、判例、学説などを交えな

がら授業を進め、これらの事柄を学生諸君が理解することにあります。また同時に、教養ある大学人の育成と、教員採用試験へ

の対策を行うことも、考えています。  

 
(2)修得できる力 

 法や法学に関する体系的な知識の習得と理解（知識・理解） 

 

(3)授業の到達目標 

 学習・教育の到達目標は、まず、法学で学ぶべき一通りの知識を身につけることにあります。また、日常の生活において紛争が

生じた際、どこに法的な問題があるのか、ということを自ら見つけ出す力を養うことにあります。それには、法がどのように生ま

れ、そしてどのように運用されるのかを理解することが必要です。その上で、実定法解釈に於ける「通説」とはどのようなものなの
か、自分自身が考える「正しい解釈」とはどのような解釈であるのか、最終的には、「法とは何か」あるいは「法学とは何か」という

ことが、自分の言葉で説明できるようになることと、今後、法律の学習が必要になった場合も、自らの力で学習を進めることが出

来るための基本を身につけ、法的なものの見方や考え方を養うことが到達目標です。 

 

(1) Purpose of class 

 The aim of this class is to understand the essence of law and legislature. Students will learn the necessary elements for 

understanding the essence of law and legislature. Specifically, class will progress outlining the various fields of law, while mixing 
legal issues, judicial precedents and theories for the purpose of student understanding. In addition, we will consider the 

development of educated university students, as well as measures for the teacher recruitment exam.  
(2) Acquiring the ability to learn. 

 Gaining systematic knowledge of law and legislature (knowledge and understanding). 

(3) Class objectives 
 The goal of this class is gaining essential knowledge of law. In addition, students will cultivate the ability to find what the legal 

issue is when conflict occurs in daily life. For this, we need to understand the origins of law, and how it is enacted. In addition, 

what is “consensus” in interpreting the statute, and how would one interpret “correctly” to arrive at a final answer on “what is 

law” or “what is study of law”? Furthermore, the aim is for students to express their own words regarding this question and 

acquire fundamental skills to independently proceed their study of law as needed in the future as well as to foster the legal 

concepts and perspectives. 

 

授業の内容（Course Contents） 

   法は、実は身近な存在です（授業の中で詳細に触れます）。さらに、法学は、刑法や民法、商法などの法律学を学習するため

の入門段階として必要不可欠な科目です。この授業は、このような法や法学が、実社会に対して、どのような影響を与えているの
かを、受講する学生の皆さんが理解することにあります。 

 授業の進め方については、下記にある「授業計画」に沿って進むので、各自で参照して下さい。本授業に於いては、公法（憲法

や刑法、行政法など）、私法（民法や商法など）、社会法（労働法や社会保障法など）といった国内法に加え、国際法についても概

説し、法学全般についての理解を深めることを予定しています。 

 なお、授業に際して、教員は、平易な言葉で、分かりやすく、かつ、双方向の対話を心掛けます。 

 

The law is in fact familiar to us (details explored in class). Furthermore, this subject is an essenti al part of the introductory 

stage for studying criminal, civil and commercial law. This class is for students to understand the kind of influence law and  

legislation has in the real world. 

The class will progress in according to the following “Class Plan”, and so please refer to this: In this class, as well as examining 

domestic laws such as public law (constitutional, penal and administrative law etc.), we will deepen our understanding of the  
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whole of law, also outlining private law and social law (Labor Law, Social Security Law etc.) in addition to international law. 

In addition, in the course of classes, tutors will keep language simple and maintain interactive dialogues. 
 

授業計画（Course Schedule） 

1. 法学 2を学ぶ―オリエンテーション（説明・概観）とイントロダクション（導入） 

 受講する学生は、授業を受講する際の注意事項等や、法学を学ぶ際の重点を理解することができる。 
2. 国家と法―国家とは何か・法とは何か 

 受講する学生は、国家とは何か、ということが理解することができる。 

3. 実定法―法の存在形式 
 受講する学生は、法の分類や、法の存在形式について説明することができる。 

4. 裁判制度―紛争と裁判 
 受講する学生は、民事裁判や刑事裁判に関して、その違いや内容について説明することができる。 

5. 夫婦・子どもと法―家族とは何か 
 受講する学生は、家族法について理解することができる。 

6. 自己決定権―基本的人権の保障 

 受講する学生は、自己決定について理解することができる。 

7. 生命倫理と法―医療技術の進展と社会 

 受講する学生は、現在進行形で発展を遂げる科学技術に呼応した法のありかたについて説明することができる。 
8. 刑法―犯罪と刑罰 

 受講する学生は、罪刑法定主義や、犯罪の構成要件該当性、違法性、責任などを説明することができる。 
9. 社会保障―法による保障制度 

 受講する学生は、福祉国家と社会保障について理解することができる。 

10. 労働と法・消費者と法―労働者、消費者の保護 

 受講する学生は、労働法や消費者保護について理解することができる。 

11. 行政法―身近な行政法と行政作用 
 受講する学生は、行政に関する法について理解することができる。 

12. 環境と法―環境問題と法規制 

 受講する学生は、環境法の歴史的背景や、現在の環境法制について説明することができる。 

13. 国際社会と法（1）―国際社会を規律する法：国際法 

 受講する学生は、国際社会がどのような社会かを理解することができる。 
14. 国際社会と法（2）―国際組織 

 受講する学生は、国際連合や欧州連合などの国際機関について理解することができる。 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

 事前の準備は、特にありません。法学の初学者であることを前提にして、授業を進めます。なお、授業を受講後は、よく復習をし

て下さい。 

 
 但し、社会科学の基礎となる知識を要求する科目である関係上、中等教育で培ったはずの、「公民」や「日本史」「世界史」「政治

経済（政治分野）」の知識が必要になることが多分にあります。良い機会であるから、これまで学んだ知識をまとめる意味でも、も
う一度見直すことも検討して下さい。  

 
 授業に際しては、教員の作成したオリジナルのレジュメを配布します。このレジュメに従って、黒板への要点板書、及び口述筆

記により授業を進行させる予定です。また、授業中、受講する学生の皆さんは、教員の板書と並んで、教員が述べる講義の重要

部分に関して、詳細にノートして下さい。 
 

 授業は、教科書の各章を基準として進みます。従って、教科書の所持が必須になります。必ず入手して下さい。 
 

 なお、本授業概要（シラバス）に沿って進む予定であるものの、第 14回までの授業の内容が、場合によって多少の変動も有り
得ることを、受講する学生の皆さんは、了解して下さい。授業進行の詳細を、第 1回目の授業の際に述べます。  

 

※本講義は、私語厳禁です。また、他の受講する学生の皆さんに対する学習の妨げとなる行為を禁止します。心して下さい。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

筆記試験(Written Exam)(100%) 

筆記試験で行います。（定期試験 100％）  成績評価は、期末の筆記試験の点数で評価を行います。点数配分は、期末の筆記
試験 100点を満点とするものです。期末の筆記試験の未受験者に、教員は、成績評価を行うことが出来ません（追試験を除く）。

期末の筆記試験受験が成績評価の条件となるので、十分注意して下さい。また、授業への参加態度、あるいは、レポートや課題

をはじめとする提出物も成績評価に加味することがあります（但し、あくまでも、評価は筆記試験で行います）。評価方法の詳細

を、第 1回目の授業の際に述べるので、必ず出席して下さい。 

 

テキスト（Textbooks） 
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1. 小川富之ほか編、2016、『ロードマップ法学』、一学舎 (ISBN:9784904027158) 

 

参考文献（Readings） 

※参考文献を、講義中に幾つか推薦します。 

※当該科目関係のものに留まらず、さまざまな書籍や新聞・雑誌等の活字に親しむことが望ましいです。  

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

http://www.facebook.com/?ref=logo#!/verfassungsrecht  
 

注意事項（Notice） 
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■HX180 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

HX180／政治学 
(Political Science) 

テーマ／サブタイトル等 
（Theme / Subtitle） 

政治学の基礎を学ぶ 

担当者名 

（Instructor） 
田頭 慎一郎(DENDO SHINICHIRO) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
------- 

言語 

（Language） 
 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

政治学の基礎を学び、それを考察することにより、現在の政治についての理解を深めることを目標とします。 

 

The aim of this lecture is to gain a better understanding of current politics by learning and considering the basics of polit ical 

science. 

 

授業の内容（Course Contents） 

本講義は、現代政治を理解するために必要な政治学の基礎を概観します。その上で、政治学的概念の生きた事例として、日本
の歴史や政治を手がかりとして扱うこともあります。 

 

In this lecture, we will review the basics of political science to understand current politics. In addition, Japanese history  and 
politics are good case studies, so I will refer to them. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション：政治とはどのようなものか 

2. 政治的態度と政治的無関心 
3. 政治権力 

4. イデオロギーとリーダーシップ 
5. 議院内閣制と大統領制 

6. 各国の政治制度と選挙制度 
7. 政治体制 

8. 政治意識と投票行動 

9. 政治過程 
10. 自由主義の思想史 

11. 民主主義の思想史 
12. 近代日本の思想：福澤諭吉から考える 

13. 国際政治（１）：国際政治おけるリアリズム 
14. 国際政治（２）：国際政治におけるリベラリズム 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

講義前に講義資料を LMS（学習管理システム）を通して配布するので目を通しておくこと。講義での板書等、メモしたことを復習し

ておくこと。また日々のニュースなどにもふれておくと理解がしやすくなります。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

筆記試験(Written Exam)(70%)/小テストおよび授業参加度(30%) 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

1. 久米郁男ほか、2011、『政治学 補訂版』、有斐閣 

2. 増田正ほか、2020、『政治学入門』、一藝社 
3. 川崎修ほか、2012、『現代政治理論 新版』、有斐閣 

適宜、授業内で紹介します。 
 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 
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注意事項（Notice） 
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■HX190 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

HX190／経済学 
(Economics) 

担当者名 
（Instructor） 

石井 優子(ISHII YUKO) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
------- 

言語 

（Language） 
 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

グローバル化する国際経済についてその現状と諸課題を読み解くことを目標とする。 

 
The aim is to read and understand the current situation and issues in the globalizing international economy. 

 

授業の内容（Course Contents） 

経済がグローバル化している昨今、国際経済への理解を深めることは非常に重要になっている。そこで、本講義では、主に貿易

と投資を中心に、国際経済学の基礎的理論、実態、制度的枠組み、諸課題について考察し、グローバル化する経済の理解を深

めたい。 
 

Now that the world is globalizing, it is very important to deepen our understanding of the international economy. Therefore, we 
will examine the basic theory of international economics, the actual situation, institutional frameworks, and various issues, 

focusing mainly on trade and investment, deepening our understanding of the globalizing economy. 
 

授業計画（Course Schedule） 

1. ガイダンス 
2. 経済のグローバル化とは？ 

3. 貿易の理論① 

4. 貿易の理論② 

5. 貿易政策 

6. 貿易システム 

7. 地域統合 

8. 直接投資と多国籍企業① 
9. 直接投資と多国籍企業② 

10. グローバル経済との進展と課題① 
11. グローバル経済との進展と課題② 

12. グローバル経済との進展と課題③ 

13. グローバル経済との進展と課題④ 

14. まとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

必要に応じて指示する。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

筆記試験(Written Exam)(80%)/複数回の小テスト・リアクションペーパー(20%) 

 

テキスト（Textbooks） 

毎回配布する資料に沿って講義を進める。 

 

参考文献（Readings） 

必要に応じて指示する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■HX211 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

HX211／社会学１ 
(Sociology 1) 

テーマ／サブタイトル等 
（Theme / Subtitle） 

「社会」と「社会学」のイメージを捉える 

担当者名 

（Instructor） 
入江 公康(IRIE KIMIYASU) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
------- 

言語 

（Language） 
 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

「社会」を把握しうる包括的な見方を学びます。「社会学」というもののイメージを捉えます。 

（なお、「社会学１」「社会学２」と蓄積的に講義を進めるため、双方の受講を望みます） 

 

Acquiring a comprehensive view of society. Grasping the image of sociology. 

(In addition, it is preferable that "Sociology 1" and "Sociology 2" are taken in order so that lectures can advance progressively. 

 

授業の内容（Course Contents） 

社会学の基本的な概念や思考方法を紹介しながら、現代社会を把握する視点を獲得します。「社会」は今あるものが昔からずっ

とそうだったわけではなく、そこには歴史が存在しています。そうした「社会」の歴史、すなわち変化や変動を踏まえ、現代社会を

考察すていきます。社会の「あたりまえ」の価値観を疑う視点を身につけます。 
 

While introducing the basic concepts and thinking methods of sociology, we will gain perspectives to g rasp contemporary 

society. “Society" has not always been as it is now, and a history exists. We will consider modern society based on such 

changes in "society". 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション 

2. 近代ということ、社会ということ――「社会学」のはじまり 

3. 「古典」、そして社会学的方法とは？ 

4. 戦後の産業と社会 １ 高／低成長 

5. 戦後の産業と社会 ２ 脱産業化 
6. 「社会」の戦後史 

7. 「都市」――都市と都市的なもの 

8. 「都市」――ニューアーバンソシオロジー 

9. カルチュラル・スタディーズ――現代社会のなかの「文化」 

10. カルチュラル・スタディーズ――「逸脱行動」のとらえかた 

11. ジェンダー――「らしさ」のつくられ方 
12. 「家族」のつくられ方――フェミニズムの視点から 

13. 「公害」の社会史 １ 

14. 「公害」の社会史 ２ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

受講後、テキストおよびノートの読み返し、および講義中紹介された文献の探索を心掛けてほしいと思います。 
 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

筆記試験(Written Exam)(50%)/授業参加度・授業内リアクションペーパーなど(50%) 
適宜、講義時にリアクションペーパーを課し、出席票として扱うなどします。 

 

テキスト（Textbooks） 

1. 入江公康、2021、『増補版 現代社会用語集』、新評論 (978-4-7948-1188-2 C0030) 

 

参考文献（Readings） 

1. 入江公康、2008、『眠られぬ労働者たち』、青土社 (ISBN:978-4791763979) 

参考文献は講義のなかで適宜紹介します。上記は私の著書ですので参考文献として紹介しておきます。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 
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映像資料を適宜使用します。 

 

注意事項（Notice） 
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■HX212 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

HX212／社会学２ 
(Sociology 2) 

テーマ／サブタイトル等 
（Theme / Subtitle） 

現代社会を捉える眼をもつ／社会学的思考の源にせまる 

担当者名 

（Instructor） 
入江 公康(IRIE KIMIYASU) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
------- 

言語 

（Language） 
 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

現代社会を捉えるうえで、どのような社会学・社会思想・社会哲学的視角が必要なのかをつかみとってもらいます。 

（なお、「社会学１」を踏まえて講義を進めるので、本講義「社会学２」は「社会学１」をあらかじめ受講していることが望ましいです） 

 

In order to grasp modern society, we will examine what kind of sociology, social thought, and social philosophical perspectiv es 

are needed. 

(Note, it is preferred for students to take “Sociology 1” in advance of “Sociology 2, as the lectures progress building on each 

other.) 

 

授業の内容（Course Contents） 

「現代社会」ということを多角的に捉えるべく、わりと新しい社会学、社会哲学の視点や方法論などを駆使しつつ講義を進めます。 

その際、社会の中の政治、社会運動、社会のダイナミズム、社会の中の価値の多様性、社会構造とその変化などに留意しながら

「現代社会」を読み解いていきます。 

とくに、「主体」「力」「抵抗」「権力」「暴力」といった点に着目し、それらを社会・哲学的な抽象にまでさかのぼって把握することに努

めます。 

 

Lectures will progress, providing the opportunity to grasp “modern society” from the various angles necessary, using relatively 

new sociology and socio-philosophical methodologies. We will read and understand “contemporary society” in consideration of 

politics, social movements, dynamism, diversity of values, social structures, and their changes in society. In particular, we  will 

focus on points such as “violence” and “power”, attempting to trace back to so-called abstract social philosophy. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション 

2. グローバル／ポストグローバル社会 １ 

3. グローバル／ポストグローバル社会 ２ 

4. 消費の〈帝国〉――二分される社会 

5. 「政治」の「始まり」と社会哲学――「政治」を社会のなかから／において考える １ 
6. 「政治」の「始まり」と社会哲学――「政治」を社会のなかから／において考える ２ 

7. 「戦争」と社会――ビオスとゾーエー  

8. 「暴力」と社会――「犠牲」ということ  

9. 「生活史」から考える社会 

10. 〈ファシズム〉と大衆社会、権威主義の体制 

11. 優生思想――社会ダ―ヴィニズム、社会進化論  

12. ユートピアと社会――社会というものの構想、構想力 
13. ユートピアと社会――自由と平等 

14. アートと社会の関係について 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

受講後、テキストおよびノートの読み返し、および講義中紹介した文献の探索などを心がけてほしいと思います。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

レポート試験(Report Exam)(50%)/授業内リアクションペーパー(50%) 

授業内リアクションペーパーの提出をもって出欠とする。 
 

テキスト（Textbooks） 

1. 入江公康、2021、『増補版 現代社会用語集』、新評論 (978-4-7948-1188-2 C0030) 
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参考文献（Readings） 

1. 入江公康、2008、『眠られぬ労働者たち』、青土社 (ISBN:978-4791763979) 

講義内で参考文献を適宜紹介します。上記は私の著書ですので参考文献に挙げておきます。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

視聴覚資料を多用します。 
 

注意事項（Notice） 
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■HX221 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

HX221／心理学１ 
(Psychology 1) 

テーマ／サブタイトル等 
（Theme / Subtitle） 

自己と他者を理解し、関わり方を考える 

担当者名 

（Instructor） 
近藤 育代(KONDO IKUYO) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
------- 

言語 

（Language） 
 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

人間は社会的動物であると言われます。私たちは、身近なところでは家族、友人、そして学校や会社の人間関係など、様々な集

団・組織において他者と接しています。では、他者とより良く関わるために、どのような視点で人を理解すればよいのでしょうか。こ

の授業では、「発達」「社会」「臨床」の心理学的な知見を紹介し、人間を客観的に理解する能力を養うことを目標とします。 

 

Humans are said to be social animals. We interact with others in various groups and organizations, such as family, friends, in 

school and in company relationships. And so, in order to get along with others better, which perspectives help us to understand 

people? In this class, we will introduce “development”, “social” and “clinical” approaches from the fields of psychology, with the 

aim of cultivating the ability to objectively understand humans. 
 

授業の内容（Course Contents） 

心理学は、人の行動とその背後にある心理過程を理解することを目指す学問です。本講義では、その中でも、人の発達のプロセ

ス（対人関係や人格形成、認知の発達など）、他者や集団との関わりに影響する要因、そして、対人援助のアプローチについて取

り上げながら、他者をどのように理解し、関わるかについて、学んでいきます。 

 

Psychology is the study that aims to understand human behavior and the psychological processes behind it. In these lectures, 
we will discuss human developmental processes (interpersonal relationships, personality formation, cognitive development etc.), 

factors affecting relationships with others and groups, as well as approaches to interpersonal support, and study how to 

understand and relate to others. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. ガイダンス 
2. 発達の規定因 

3. 愛着による発達 

4. 人格発達のプロセス 

5. 認知発達のプロセス 

6. 自己認識の形成 

7. 他者認知の仕方 
8. 対人関係のあり方とコミュニケーション 

9. 集団における同調と服従 

10. リーダーシップのあり方 

11. 精神分析による心理援助の考え方 

12. クライエント中心療法による心理援助の考え方 

13. 行動療法による心理援助の考え方 

14. 認知行動療法による心理援助の考え方 
 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

 授業内容について復習し、理解の不足している箇所がないか確認してください。疑問点があれば次回の授業時までに質問でき

るようにまとめておいてください。また、授業の中で紹介した理論や課題について、日常生活ではどのような場面に適用すること

ができるか自分なりに考え、問題意識をもって授業に臨めるようにしてください。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

筆記試験(Written Exam)(50%)/授業後の小テスト（14回程度）(50%) 

2/3以上の出席をしていない場合は、成績評価の対象としません。 
 

テキスト（Textbooks） 

テキストの指定はありません。必要な資料については授業中にプリントを配布します。 
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参考文献（Readings） 

1. 鈴木直人（監修）、2020、『心理学概論 第 2版』、ナカニシヤ出版 (ISBN-10: 4779508304 ISBN-13 : 978-4779508301) 

2. 鹿取廣人・杉本敏夫・鳥居修晃（編）、2020、『心理学 第 5版補訂版』、東京大学出版会 (ISBN-10 : 4130121170 ISBN-13 : 

978-4130121170) 

3. 西本武彦・大藪泰・福沢一吉・越川房子（編）、2009、『テキスト現代心理学入門』、川島書店 (ISBN-10: 4761008512   ISBN-

13: 978-4761008512) 
 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

授業はパワーポイントを使用した講義形式で行います。また、毎回授業時に小テストを実施し、次回授業開始時にフィードバック

を行います。 

 

注意事項（Notice） 
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■HX222 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

HX222／心理学２ 
(Psychology 2) 

担当者名 
（Instructor） 

白石 智子(SHIRAISHI SATOKO) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
------- 

言語 

（Language） 
 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

「人となり」や「心理的問題の理解と支援」について，心理学の基礎的な知識を身につけ，それらを生活の中で実践的に活かすこ

とを目標とする。  
 

The aim is to acquire basic knowledge of psychology, such as personality and understanding and supporting psychological 

problems, so that these can be of practical use in daily life.  
 

授業の内容（Course Contents） 

「人となり」といえるパーソナリティを，心理学ではどのように捉えているのか，その諸理論について様々な心理学分野の知見に触
れながら学ぶ。そして，パーソナリティの発達の諸相，パーソナリティの偏りについての理解を深める。続いて，身近な心理的問題

について，その理解と支援を臨床心理学の知見から学ぶ。 
 

Learn psychology’s view of the personality, that is, “who and how a person is”, through the various theories in a variety of fields 

of psychology. As well as deepening understanding of the various aspects of personality development, and personality bias. In  

addition, you’ll study about familiar psychological problems, together with understanding and support from the findings of clinical 

psychology. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション：何を学ぶか？  
2. パーソナリティの捉え方１：類型論 

3. パーソナリティの捉え方２：特性論 

4. 状況の影響 

5. 遺伝と環境  

6. パーソナリティの測定 

7. 精神分析理論からみたパーソナリティ 

8. 学習理論からみたパーソナリティ  
9. 人間性心理学からみたパーソナリティ  

10. パーソナリティの発達  

11. パーソナリティの偏り 

12. メンタルヘルスの理解 

13. メンタルヘルスの支援 

14. まとめ 
 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

復習：毎回の授業で学んだ内容について振り返りを行い，自分の関心事や他の授業での学びとも関連づけながら理解を深めて

おくこと。 

その他の授業時間外の学習については，必要に応じて別途指示する。  

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

筆記試験(Written Exam)(100%) 

 

テキスト（Textbooks） 

2回目以降の講義については，レジュメを配布する。また，必要に応じて資料を配布する。 

 

参考文献（Readings） 

授業中，適時紹介する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

パワーポイントを使用した講義を中心とする。  
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注意事項（Notice） 
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■HX231 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

HX231／地理学１ 
(Geography 1) 

テーマ／サブタイトル等 
（Theme / Subtitle） 

日本列島の生い立ちと自然環境を学ぶ 

担当者名 

（Instructor） 
中山 大地(NAKAYAMA DAICHI) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
------- 

言語 

（Language） 
 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

日本列島における地形・水文・気候といった自然環境と，そこで生活する人々との関わりを理解することを目標とする． 

 

The goal of this course is to understand the relationship between the natural environment of the Japanese Islands, including 

topography, hydrology, and climate, and the people who live there. 

 

授業の内容（Course Contents） 

日本列島を取り巻く自然環境と人間の相互作用について，地球規模から地域レベルまでの空間スケールを交えて講義する．パ
ワーポイントや Google Earth などを用い，ビジュアルな授業を行う．また，理解を深めるために一部地図を用いた作業も行う．参

加者と資料から読み取れる地理学的な事象についての議論も取り入れる． 

 
The lecture will focus on the interaction between humans and the natural environment surrounding the Japanese archipelago, 

using spatial scales from the global to the regional level. Visual lectures will be given using PowerPoint and Google Earth. Some 
work will be done using maps to deepen understanding. Discussions with participants on geographic events that can be read 

from the materials will be included. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. ガイダンス：本授業のねらい 
2. 地図の塗り絵をしてみよう 

3. 地図の塗り絵から読み取る暮らしの歴史 
4. 土地の成り立ちと人びとの暮らし 

5. ダイダラボッチの足跡 

6. 東京激坂物語 
7. 日本はどこでも火山と地震が多いのか 

8. 7000万年後にハワイは日本にぶつかる? 
9. 2万年前の東京湾は川だった 

10. ら：「雷と空風 義理人情」 
11. 本日，関ヶ原付近の雪により新幹線が遅延しています 

12. 106時間 21分遅れの急行列車←日本の最高記録だそうです 

13. なんで今日も西高東低なの? 

14. 四季って本当に四季なんだろうか 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

授業時に提示するキーワードについて，事前に調べてくること． 
 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

筆記試験(Written Exam)(50%)/中間テスト(30%)/課題提出(20%) 
中間テストは授業支援システムを用いて実施する． 

 

テキスト（Textbooks） 

適宜プリントを配付する．プリントは授業支援システムからダウンロードできるようにする． 

 

参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

作業に必要な器材（色鉛筆や物差しなど）については，授業支援システム上で指示を出す． 
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注意事項（Notice） 
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■HX232 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

HX232／地理学２ 
(Geography 2) 

担当者名 
（Instructor） 

中山 大地(NAKAYAMA DAICHI) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
------- 

言語 

（Language） 
 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

地図に関する歴史を紹介し，地図を使った様々な分析手法について学ぶ． 

 
Introduce the history of maps and learn about various analytical methods using maps. 

 

授業の内容（Course Contents） 

講義に加えて，地図を使った作業を行う． 

 

In addition to the lecture, work with the map 
 

授業計画（Course Schedule） 

1. 授業ガイダンス：地理情報科学とはなにか 

2. 地理的世界の表現法：紙の地図とデジタルマップ 

3. 日本における地図の歴史：最古の日本地図『行基図』1 

4. 日本における地図の歴史：最古の日本地図『行基図』2 

5. 日本における地図の歴史：江戸時代の地図 1 
6. 日本における地図の歴史：江戸時代の地図 2 

7. 日本における地図の歴史：伊能忠敬の日本地図 

8. 地理的データの取得方法：地図上の計測 

9. 見えないものを地図にする：コロプレスマップの作成 

10. 小学校区は適切か：ボロノイ分割による空間分割 

11. お客は何人見込めるか：面積按分による人口推定 

12. クリニックの多い場所はどこか：格子法による点パターン分析 
13. 小学校とクリニックに関係はあるのか：平均最短距離法による点パターン分析 

14. 混ざっている？混ざっていない？：Join統計量による空間的自己相関 
 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

授業時に提示するキーワードについて，事前に調べてくること． 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

レポート試験(Report Exam)(50%)/提出物(30%)/授業への貢献度(20%) 

 

テキスト（Textbooks） 

適宜プリントを配付する．プリントは授業支援システムからダウンロードできるようにする． 

 

参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

作業に必要な器材（色鉛筆や物差しなど）については，授業支援システム上で指示を出す． 

 

注意事項（Notice） 
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■HX241 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

HX241／日本史１ 
(Japanese History 1) 

担当者名 
（Instructor） 

高江洲 昌哉(TAKAESU MASAYA) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
------- 

言語 

（Language） 
 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

幕末・維新期からアジア・太平洋戦争に至るまでの日本近代史の流れについて、政治外交史の視座と民衆史の視座から概観し、

歴史学的手法による日本社会の展開と特質を理解する知識を身につける。とはいえ、単なる事項の時系列的暗記ではなく、「歴
史と対話をしながら現状認識を豊かにする」という歴史的思考方法をみにつけるようにする。 

 

We will equip you with the knowledge to understand the development and characteristics of Japanese society through historical 
methods, providing an overview of the modern history of Japan, from the end of the Edo period up until the Asia -Pacific War, 

from the perspective of political diplomatic and popular history 
However, instead of simply memorizing matters in chronological order, try to find a historical way of thinking that "enriches 

awareness of the current situation while interacting with history." 

 

授業の内容（Course Contents） 

本講義では、幕末・維新期から維新改革をめぐる近代国家形成の動き、帝国憲法発布から憲政の常道に至る帝国憲法体制の成
立に至る動き、対外戦争による植民地帝国の形成など、様々な「成立と展開」の過程を追うことで、複合的な歴史の流れをおって

いく。日本近代史像は天皇制国家または国民国家と捉えることが出来るが、本講義では近代史を「国民化」と「臣民化」のせめぎ

あいという枠組みで考える。授業の流れや学生の関心によって授業計画内容の変更もありうる。 
 

.In this lecture, we will follow the flow of a complex history by following various "establishment and development" processes 
such as the movement of the formation of a modern state for restoration reform from the end of the Tokugawa shogunate and 

the Restoration period, the movement from the promulgation of the Imperial Constitution to the establishment of the imperi al 
constitution system from the ordinary road of constitutional government, and the formation of a colonial empire by foreign wa r. 

The image of modern Japanese history can be regarded as a tenno-based state(Emperor system nation) or a nation-state, but 
in this lecture, modern history is considered in the framework of "nationalization" and "subjectification". There may be changes  

in the content of the class plan depending on the flow of the class and the interest of the students.  

 

授業計画（Course Schedule） 

1. ガイダンス。「歴史の見方・考え方」について考える 

2. 近代社会の特徴について考える 

3. 日本近代史の史学史的振り返りと日本型国民国家について 

4. 幕末維新期の諸相 
5. 国境から近代を考える 

6. 大日本帝国憲法の成立 
7. 日清・日露戦争と日本社会の変容 

8. 近代社会と軍隊 

9. 大衆化の進展 
10. 植民地社会を考える 

11. 大正デモクラシーの崩壊-1930年代の日本社会 
12. 日本における福祉国家の形成 

13. 日中戦争からアジア・太平洋戦争に至る動き 
14. まとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

【予習】配信される資料をもとに内容確認などをする。 

【復習】授業受けて興味を持った点/知らなかった点を中心に調べる。 

 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

授業内で指示した課題(30%)/レポート(35%)/到達確認テスト(35%) 
 

テキスト（Textbooks） 
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特になし（授業時に文献リストを配布） 

 

参考文献（Readings） 

1. 三谷太一郎、2017年、『日本の近代とは何であったのか』、岩波書店 (ISBN:978-4-00-431650-3) 

2. 坂野潤治、2012年、『日本近代史』、筑摩書房 (978-4-480-06642-83) 

3. 成田龍一、2012年、『近現代日本史と歴史学』、中央公論新社 (ISBN:978-4-12-102150-2) 

4. 牧原憲夫編、2003年、『<私>にとっての国民国家論』、日本経済評論社 (ISBN:4-8188-1505-5) 
5. 林志弦、2022年、『犠牲者意識ナショナリズム』、東洋経済新報社 (ISBN:978-4-492-21252-3) 

6. 加藤陽子、2019年、『天皇と軍隊の近代史』、勁草書房 (ISBN:978-4-326-24850-6) 

7. 大門正克・安田常雄・天野正子、2003年、『近代社会を生きる』、吉川弘文館 (ISBN:4-642-07923-8) 

該当する時期を扱った歴史書を含め、歴史学を考える文献も挙げているので、履修する／しないは別にして、日本史２の文献に

も目を通してほしい。 
 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

板書を中心にした授業である。資料の配布や課題のやり取りは立教時間（または Blackboard）を使用する予定である。歴史は暗

記科目と思われているが、歴史を通して「正解のない問いを考える」姿勢を身に着けることを考えている。よって、積極的な発言も

歓迎だが、授業を通して、真摯に内省する姿勢（自己内対話）もアクティブラーニングの一種と考えているので、こうした姿勢を養

う気持ちをもって授業に臨んでほしい。 

課題回答への講評をおこなう。 

 

注意事項（Notice） 
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■HX242 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

HX242／日本史２ 
(Japanese History 2) 

担当者名 
（Instructor） 

高江洲 昌哉(TAKAESU MASAYA) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
------- 

言語 

（Language） 
 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

アジア・太平洋戦争以降の日本近現代史につき，政治外交史の視座と社会史の視座を通して概観し，なぜ，日本が戦争へと突き

進んでいったのか支配・動員の構図，戦争の全体像，またその遺産について理解する。 
日本史 1 と同じく，単なる事項の時系列的暗記ではなく，「歴史と対話をしながら現状認識を豊かにする」という歴史的思考方法

をみにつけるようにする。 

 
With an overview of Japan's modern history since the Asia-Pacific War, from the perspective of political, diplomatic history as 

well as social history, we will understand why Japan advanced to war, how control and mobilization were constituted, the overall 
picture of war and its legacy. 

As in Japanese history 1, try to find a historical way of thinking that "enriches awareness of the current situation while 

interacting with history," rather than simply memorizing matters in chronological order. 

 

授業の内容（Course Contents） 

本講義では，大日本帝国時代の日本の近現代史について，帝国の崩壊過程，すなわち，中国大陸への膨張政策を契機に列強

との協調関係を崩壊させ，アジア太平洋戦争へと突入し，敗戦に至る 1930年代から 40年代の動向及び戦後社会の展開を確認

していく。現代史を総力戦体制の遺産の問題として考える。また，現代史を「滅私奉公」と「個人の人権の尊重」のせめぎあいとい
う枠組みで考えてみる。その他，授業では戦争遺跡や戦争観の問題も扱う。授業の流れや学生の関心によって授業計画の内容

の変更もありうる。 
 

lIn this lecture, regarding the modern history of Japan during the Empire of Japan, we will confirm the collapse process of the 
empire, that is, the expansion policy to mainland China, the cooperative relationship with the great powers, the entry into the 

Asia-Pacific War, and the trends in the 1930s to the 1940s and the development of postwar society.  The society after the war 
that the present age history deals with is thought as a problem of the inheritance of the all -out war system. Moreover, the 

present age history is thought by the frame of " Compelling self-sacrifice" and "Respect for individual human rights". In 

addition, the problem of the war ruins and the war outlook is treated in the class. The content of the class plan may be changed 
depending on the flow of the class and the interest of the students.  

 

授業計画（Course Schedule） 

1. ガイダンス（講義内容，成績評価など）及び歴史の見方・考え方 

2. 近代史の枠組みの再確認及び満州事変以降の展開 
3. 戦時下の植民地社会 

4. 総力戦体制化の社会 
5. 占領と日本国憲法の制定 

6. 戦後東アジア社会の形成 

7. 戦前と戦後の日本社会ー持続と変容ー 
8. 冷戦社会論―アメリカ統治下の沖縄を事例に 

9. 高度成長の時代 
10. 「豊かな」暮らしと「公害」列島 

11. 戦跡と戦争観をめぐる問題 
12. ジェンダーの現代史 

13. 地域の現代史 
14. まとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

【予習】配信される資料をもとに内容確認などをする。 

【復習】授業受けて興味を持った点/知らなかった点を中心に調べる。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

授業内で指示した課題(30%)/レポート(35%)/到達確認テスト(35%) 

問題行動が目立つと減点という措置もありうる。 
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テキスト（Textbooks） 

とくに指定せず，講義時に適宜プリントを配布する。 

 

参考文献（Readings） 

1. 大門正克、2009年、『戦争と戦後を生きる（全集日本の歴史 15）』、小学館 (ISBN:978-4-09-622115-0) 
2. 五百旗頭薫ほか、2017年、『戦後日本の歴史認識』、東京大学出版会 (ISBN:978-4-13-023072-8) 

3. 福間良明、2015年、『「戦跡」の戦後史』、岩波書店 (ISBN:978-4-00-029172-9) 

4. 丸川哲史、2020年、『冷戦文化論』、論創社 (ISBN:978-4-8460-1938-9) 

5. 山崎雅弘、2019年、『歴史戦と思想戦』、集英社 (ISBN:978-4-08-721078-1) 

6. 山之内靖、2015年、『総力戦体制』、筑摩書房 (ISBN:978-4-480-09649-4) 

7. 大門正克・安田常雄・天野正子、2003年、『戦後経験を生きる』、吉川弘文館 (ISBN:4-642-07924-6) 

該当する時期を扱った歴史書を含め，歴史学を考える文献も挙げているので，履修していなくても，日本史 1の文献にも目を通し
てほしい。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 板書を中心にした授業である。資料の配布や課題のやり取りは立教時間（または Blackboard）を使用する予定である。歴史は

暗記科目と思われているが，歴史を通して「正解のない問いを考える」姿勢を身に着けることを考えている。よって，積極的な発言
も歓迎だが，授業を通して，真摯に内省する姿勢（自己内対話）もアクティブラーニングの一種と考えているので，こうした姿勢を

養う気持ちをもって授業に臨んでほしい。 

課題回答への講評をおこなう。 

 

注意事項（Notice） 
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■HX251 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

HX251／外国史１ 
(World History 1) 

担当者名 
（Instructor） 

三王 昌代(SAN-O MASAYO) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
------- 

言語 

（Language） 
 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

世界を広く眺め，諸地域は互いに関連しあいながらつくられてきていることに着目する。 

 
Broadening outlooks on the world, and recognizing that its regions are interconnected. 

 

授業の内容（Course Contents） 

本講義では，世界の諸地域・諸民族の歴史や文化などについて，様々な繋がりが見られる具体的な事例を文字資料・写真・映像

資料を交えながら紹介していきます。 

 
In this lecture, we will introduce concrete examples showing these various connections between the histories and cultures of 

the regions and ethnic groups of the world, using textual sources, photographs and video materials. 
 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション：世界の見方考え方 

2. 中国史概説（隋～） 

3. 漢字の成り立ちと伝播と変容 
4. 故事から見る歴史 

5. 13世紀のアジア・ヨーロッパの交流 

6. 感染症の歴史とこれから 

7. 15世紀の東アジアと東南アジア 

8. インド洋世界 

9. 世界の三大宗教 

10. 東南アジアの多様性 
11. 東南アジア世界 

12. アフリカ諸地域 
13. 世界の先住民族 

14. まとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

［復習］ 

授業中に取ったメモを整理し，授業資料とともにファイリングしてみましょう。 

配布した授業資料をもとに講義の振り返ってみてください。 

授業中に紹介したものやご自身が興味や関心をもった内容などについて関連する本や論文を読んだり，インターネットなどを用い

て調べたりして，さらに理解を深め，提出物や期末レポートに生かしていただければと存じます。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

レポート試験(Report Exam)(60%)/リアクションペーパー等授業内に指示した提出物(40%) 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

講義中に参考文献を紹介いたします。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

パワーポイントを使用した講義形式で，映像資料などを適宜活用します。 

 

注意事項（Notice） 
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■HX252 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

HX252／外国史２ 
(World History 2) 

テーマ／サブタイトル等 
（Theme / Subtitle） 

イギリス帝国史 

担当者名 

（Instructor） 
鹿野 美枝(SHIKANO MIE) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
------- 

言語 

（Language） 
 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

近代以降のイギリス帝国の歴史を通じて、イギリス近代史および帝国史の基礎知識を学ぶ。講義内容はイギリス帝国を中心と

し、現代日本に生きるうえで、歴史学的知見の意義を考える。 

非常に多様な帝国を扱うが、詳細な個別の事例だけにとらわれず、細部とともに全体像も把握できるようする。 

 

Through the history of the British Empire since the modern era, we will study basic knowledge of modern British and imperial 

history. The content of this lecture is focused on the British Empire, with consideration of the significance of historical f indings 
on life in modern Japan. 

Dealing with a wide variety of empires, allows a grasp of details as well as an overview, without being confined to detailed 

individual cases. 

 

授業の内容（Course Contents） 

主に近世以降のイギリス帝国について講義形式で学ぶ。イギリス帝国を知るために、必要に応じてイギリス本国の歴史や古代・
中近世まで遡って解説することもある。イギリス近現代史を軸に、主要な植民地などを具体的に取り上げ、帝国の多様性や多層

性などを学ぶ。また、政治・社会・経済など多角的にアプローチしてゆく。 

 

Learning is mainly in the form of lectures on the British Empire since early modern period. In order to understand the Britis h 

Empire, it may sometimes be necessary to return to the history of Britain in ancient times, as well as to the middle-ages. 

Centering on the modern and contemporary history of Britain, examining examples of major colonies, we will study the diverse 

and multifaceted nature of empire. In addition, we will approach politics, society and economics from multiple angles. 
 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション：イギリス史を学ぶ 
2. 海外貿易の発展と帝国の起源 

3. 帝国の形成とイギリス近代国家の歩み 
4. ブリテン諸島①スコットランド 

5. ブリテン諸島②アイルランド 
6. 北米植民地①西インドと 13植民地 

7. 北米植民地②カナダ 

8. 白人移住植民地 
9. インド植民地 

10. インド帝国とアジア 
11. 大西洋貿易と消費社会 

12. アフリカ植民地 

13. 帝国の文化、芸術 

14. コモンウェルス、まとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

世界史などの基礎知識については、授業内で適宜紹介する概説書や辞書・事典類等を用いて確認すること。授業内で、個別テ
ーマに関する参考文献を紹介するので、関心のあるトピックについて各自深く学んでほしい。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

レポート試験(Report Exam)(60%)/コメントシート（リアクションペーパー）(40%) 

2/3以上の出席をしていない場合には単位修得不可。コメントシートは、自身の考えや意見を書けているか評価する。 

 

テキスト（Textbooks） 

教科書は使用せず、毎回の授業でレジュメ・資料を配布する。 
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参考文献（Readings） 

1. 川北稔、木畑洋一編、2000、『イギリスの歴史：帝国＝コモンウェルスのあゆみ』、有斐閣 (ISBN:4641121052) 

その他、参考文献は授業内で適宜紹介する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

受講生の関心や授業の進行状況により授業計画は若干調整することもある。 
レジュメないし PowerPointスライド表示を用いた講義となるが、適宜板書を用いることもある。これらの資料の配布およびコメント

シートの回収は BlackBoard を使用する。 

なお、授業途中より BlackBoard から CanvasLMSへ使用ツールを移行する場合もあるが、その際は授業内で通知する。 

 

注意事項（Notice） 
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■HX260 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

HX260／地誌学 
(Regional Geography) 

担当者名 
（Instructor） 

亀井 啓一郎(KAMEI KEIICHIRO) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
------- 

言語 

（Language） 
 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

地理学的・地誌学的な見方・考え方を学ぶとともに、一般常識としての「地理」や「地誌」の知識や教養を身に付けることを目的と

する。また、地図を正しく読むことができるようになり、地域のことを正しく理解できるような素養を身に付ける。 
 

The purpose of this course is to acquire knowledge and education of Geography and Regional Geography as general knowledge, 

and to learn how to think geographically. Students will also be able to understand maps accurately and have an accurate 
understanding of the region. 

 

授業の内容（Course Contents） 

この授業は日本の地誌をテーマとする。授業ではまず地理学と地誌学の関係性、地域の見方について講義する。続いて日本の

領土・領海、さまざまな日本の地方区分、関東地方と首都圏、江戸・東京に関する講義を行う。 
 

This course will focus on the Regional Geography of Japan. We will first give a lecture on the relationship between Geography  
and Regional Geography, and how to understand regions.  Next, lectures will be given on the territory of Japan, various regional 

divisions of Japan, the Kanto region and the Tokyo metropolitan area, and Edo / Tokyo. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 授業のガイダンス 

2. 地理学と地誌学（地誌学的な見方とは） 

3. 日本の位置と領域（領土・領海・領空） 

4. 日本の地方区分（1）現在の地方区分 

5. 日本の地方区分（2）昔の地方区分 

6. 日本の地方区分（3）日本の東西南北 
7. 日本の地方区分（4）道州制とは 

8. 関東地方と関東平野（関東地方の発達と形成） 
9. 江戸から東京へ（行政区画の変遷） 

10. 首都・東京 

11. 江戸の地図 

12. 江戸の町の特色と形成 

13. 江戸の都市構造 
14. 授業のまとめ、補足説明 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

日常的に新聞やニュースなどにより、地域の出来事に関心を払って欲しい。知らない地名や聞いたことの無い地名があった場合

には、地図帳で確認すること。 
 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

筆記試験(Written Exam)(70%)/リアクションペーパー(30%) 

 

テキスト（Textbooks） 

プリントを配布する 
 

参考文献（Readings） 

1. 正井泰夫・片柳勉、2000、『東京圏の環境と生活』、二宮書店 (ISBN:9784817601766) 

2. 正井泰夫、2000、『江戸・東京の地図と景観』、古今書院 (ISBN:9784772210515) 

3. 菅野峰明 ・佐野充 ・谷内達 編、2009、『日本の地誌 5（首都圏 I）』、朝倉書店 (ISBN:9784254167658) 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

当然のことながら、授業中の私語や私事は禁止である。 

授業の妨げとなる行為を行う者の履修はお断りする。 
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地図帳を持参すること（二宮書店もしくは帝国書院が望ましい）。 

 

注意事項（Notice） 

 

 

  



 - 30 - 

■HX271 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

HX271／生涯学習概論１ 
(Introduction to Lifelong Education 1) 

担当者名 
（Instructor） 

佐藤 晃子(SATO AKIKO) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
------- 

言語 

（Language） 
 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

・生涯学習をめぐる理念や歴史、理論、制度などの基礎的な事項について理解する。 

・受講生が、自らの日常生活に引きつけて生涯学習・社会教育について理解する。 
・上記を踏まえ、社会教育・生涯学習の概念及び現代社会における社会教育・生涯学習の役割を考察する。 

 

･To discuss the principle, history, theory, and system related to lifelong learning and to be able to understand those basic 
matters. 

･Students will be able to associate and understand lifelong learning and social education into their daily lives. 
･Based on the above, we will study the concept and the role of social education/ lifelong learning in modern society. 

 

授業の内容（Course Contents） 

生涯学習の理念や歴史、理論、制度など生涯学習をめぐる基礎的な事項を概括するとともに、人々の多様な教育・学習活動やそ

れを支える施設、団体などについて具体的な事例を用いて講義を行う。また、受講生自身が生涯学習・社会教育の事例について
調査研究し、その発表を行う。 

 

During the course, we will explain basic matters related to the principle, history, theory, and system of lifelong learning. Also, 
lectures will be given using specific examples of people's diverse educational and learning activities, and the facilities and 

organizations that support them. In addition, the students will be required to research cases of lifelong  learning and socia l 
education, and present their reports. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション 

2. 生涯学習とは何か？ 
3. 生涯学習の理念と歴史 

4. 生涯学習の学習論 
5. 生涯学習と社会教育 

6. 社会教育・生涯学習の施設と職員① 

7. 社会教育・生涯学習の施設と職員② 

8. 子ども・若者の社会教育・学校外教育 

9. 社会教育・生涯学習と学校 
10. 教育の保障・補償と社会教育・生涯学習 

11. 高齢者と社会教育・生涯学習 
12. 事例研究発表（グループ発表）① 

13. 事例研究発表（グループ発表）② 

14. 事例研究発表（グループ発表）③／春学期のまとめ 
 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

授業時間外の学習については、必要に応じて別途指示する。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

授業内課題（リアクションペーパー等）(30%)/グループ発表(30%)/最終レポート(40%) 
2/3以上の出席をしていない場合は、単位修得不可。 

 

テキスト（Textbooks） 

なし。毎回レジュメ及び資料を配布し、PowerPointを用いて講義を行う。 

 

参考文献（Readings） 

1. 松田武雄編著、2015、『新版 現代の社会教育と生涯学習』、九州大学出版会 (ISBN:4798501603) 

2. 田中雅文他著、2020、『テキスト生涯学習 新訂 2版』、学文社 (ISBN:4762029661) 
3. 手打明敏他編著、2019、『社会教育・生涯学習 （MINERVA はじめて学ぶ教職 7）』、ミネルヴァ書房 (ISBN:4623084477) 
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4. 『月刊社会教育』、旬報社 

5. 『社会教育』、日本青年館 
6. 『月刊公民館』、第一法規 

授業内に適宜紹介する。 
 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

・具体的な授業の進め方、授業内課題、事例研究発表、レポート等課題の指示などについては、第一回オリエンテーション及び
授業内に適宜伝達する。 

・毎回、授業時にリアクションペーパー等の課題を課す予定である。その翌回以降の授業において、できる限りフィードバックを行

う。 

・授業の最後に、グループでの発表の機会を設ける。 

 

※秋学期「生涯学習概論 2」を受講予定の場合、本科目を受講していることが望ましい。 

 

注意事項（Notice） 
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■HX272 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

HX272／生涯学習概論２ 
(Introduction to Lifelong Education 2) 

担当者名 
（Instructor） 

佐藤 晃子(SATO AKIKO) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
------- 

言語 

（Language） 
 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

・各ライフステージや社会的に置かれている立場によって生じる学習課題について、その社会的背景も含め理解する。 

・人々の多様な教育・学習活動の諸相について、多角的に理解する。 
・上記を踏まえた上で、現代社会における生涯学習・社会教育の意義や課題、可能性について考察する。 

 

･To understand the learning needs, including their social background, that arise from each life stage and social roles.  
･To understand various aspects of people's diverse educational and learning activities from various angles. 

･Based on the above, we will consider the significance, issues, and possibilities of lifelong learning and social education in  
modern society. 

 

授業の内容（Course Contents） 

生涯学習概論Ⅰでの基礎的な学習を踏まえ、生涯学習について実践的な観点から検討を行う。現代においては、各ライフテージ

や社会的に置かれている立場によって、様々な学習課題が生じる。その社会的背景について解説した上で、課題解決を目指した

教育・学習活動の実際について、具体的な事例を用いて講義を行う。本講義では主に、「子ども」「若者」「子育て」に関する課題を

取り扱う。また、受講生自身が関心ある社会的課題について、生涯学習・社会教育の視点から調査研究を行い、中間発表及びレ

ポート作成を行う。 

 
Based on the basic learning in Introduction to Lifelong Education I, we will examine lifelong learning from a practical point of 

view. In modern society, various learning needs arise depending on each life stage and social role.  Lectures will be giv en using 

specific examples of actual educational/learning activities aimed at problem solving, and in addition, explanation of it ’s social 

background will be given.This course mainly deals with issues related to "children",  "youth",  and "child-rearing". Also, 

students will be required to conduct research on social issues that the students themselves are interested in from the 
perspective of lifelong learning and social education, and make a mid-term presentation  and report. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション 
2. 現代的課題と社会教育・生涯学習 

3. 子どもの「貧困」と社会教育・生涯学習の課題・実践 

4. 現代社会の子育ての困難と社会教育・生涯学習の課題 

5. 子育ての共同／子育てに関わる社会教育・生涯学習の実践 

6. 子ども・若者の変容と社会教育・生涯学習の課題 

7. 子ども・若者の変容と社会教育・生涯学習の実践 
8. 子どもの今をめぐる議論：グループでの文献検討① 

9. 若者の今をめぐる議論：グループでの文献検討② 

10. 子育ての今をめぐる議論：グループでの文献検討③ 

11. 研究中間発表① 

12. 研究中間発表② 

13. 研究中間発表③ 

14. 研究中間発表④／秋学期のまとめ 
 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

授業時間外の学習については、必要に応じて別途指示する。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

授業内課題（リアクションペーパー等）(30%)/中間発表(30%)/最終レポート(40%) 

2/3以上の出席をしていない場合は、単位習得不可。 

 

テキスト（Textbooks） 

なし。毎回レジュメ及び資料を配布し、PowerPointを用いて講義を行う。 
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参考文献（Readings） 

1. 『月刊社会教育』、旬報社 

2. 『社会教育』、日本青年館 

3. 『月刊公民館』、第一法規 

授業内に適宜紹介する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

・具体的な授業の進め方、授業内課題、中間発表、レポート等課題の指示などについては、第一回オリエンテーション及び授業

内に適宜伝達する。 

・毎回、授業時にリアクションペーパー等の課題を課す予定である。その翌回以降の授業において、できる限りフィードバックを行

う。 

・グループディスカッション等、グループでの活動を多く取り入れる。 
・個人研究としてレポートの作成を求めるとともに、中間発表の機会を設ける。 

 

※本科目を受講する前に、「生涯学習概論 1」を受講していることが望ましい。 

※1を受講していなくても 2を受講することは可能であるが、1で学習する基礎的事項を理解しているものとして授業を進める。1

を未受講の場合には、春学期「生涯学習概論１」（佐藤担当）で提示している参考文献を事前に読んでおくことを求める。 

 

注意事項（Notice） 
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■HX315 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

HX315／自然地理学 
(Physical Geography) 

担当者名 
（Instructor） 

中山 大地(NAKAYAMA DAICHI) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
------- 

言語 

（Language） 
 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

地球環境と人間活動を理解するために，自然地理学の重要な思考法と基礎知識を身につけることを目標とする． 

 
The goal of this course is to provide students with important thinking and basic knowledge of physical geography in order to 

understand the global environment and human activities. 

 

授業の内容（Course Contents） 

地球環境と人間活動の相互作用に関する話題を紹介する授業を通して自然地理学の基礎的な知識を身につけると共に，我々

が生活している地球について考える場とする．とくに身近な自然現象や歴史的な事柄を自然地理学に絡め，環境と人間活動に関
する新しい視点を持てるようにする． 

 
This course provides an opportunity to acquire basic knowledge of physical geography and to think about the Earth on which we 

live by introducing topics related to the interaction between the global environment and human activities. This course is 
designed to provide students with a new perspective on the environment and human activities by relating familia r natural 

phenomena and historical events to physical geography. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション：自然地理学の考え方 

2. クラシックホテルと火山 

3. 日本は噴火で滅んだことがある 

4. 池袋と志木の間で富士山に登れる 

5. コロッセオはコンクリートで作られている 

6. 京都には洪水になると浮かぶ橋がある 
7. イスラエルにもスキー場がある 

8. アブラハムはなぜハランを通ってカナンへ行ったのか 
9. エルサレムには 2700年前に作られた水道トンネルがある 

10. オレンジとナツメヤシとチーズバーガー 

11. 地球温暖化は人間活動が原因か？ 

12. 7万 4千年前，人類は滅びる寸前だった 

13. ハンニバルの象つかい 
14. 赤ずきんちゃんと雪女 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

授業時に提示するキーワードについて，事前に調べてくること． 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

筆記試験(Written Exam)(60%)/課題の提出状況(40%) 

 

テキスト（Textbooks） 

適宜プリントを配付する．プリントは授業支援システムからダウンロードできるようにする． 

 

参考文献（Readings） 

作業に必要な器材（色鉛筆や物差しなど）については，授業支援システム上で指示を出す． 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 



 

 

 
 


